
調剤過誤防止支援システムの開

発は、15年前から進められていた

が、ここ４～５年の間に病院や薬

局への導入が盛んになった。薬局

への導入は、医薬分業の進展に伴

って増加し、特に院外処方せんを

１日50枚以上応需する薬局に目立

つ。薬剤別ではテオドール等の抗

てんかん薬や、ジゴキシン等の強

心薬が含まれた処方を、数多く応

需している薬局ほど導入傾向が強

い。

ユヤマが開発した散薬監査シス

テムは、月・年齢別承認量チェック機能を有

する優れもの。操作はデスクトップＰＣまた

はノートＰＣ＆液晶タッチパネルモニタのシ

ンプルなもので、監査精度と使いやすさが工

夫されている。

月・年齢別承認量チェック機能とは、抗て

んかん薬や抗生物質など、小児患者への慎重

な投与量が求められる

医薬品について、承認

量を０歳から月・年齢

別にきめ細かく設定す

ることを可能にしたも

のだ。特に老人や子ど

もの患者が多い施設

で、有する機能が高く評価されている。

システムの性能について森氏は、「使いや

すさが盛りだくさんです。例えば調剤記録、

使用薬品一覧、登録薬品リスト等の帳票類に

おける劇薬や毒薬などの要注意事項は、赤字

で印字し、メリハリを付けることにより注意

を促します。また、１画面で最大12品目表示

できるので、処方確認も簡便にできます。秤

量の許容量も、±０～９％の範囲で求めに応

じて設定できます。過去データから簡単に患

者属性も呼び出せます」と説明する。

一方、ピッキング監査では携帯端末（ＰＤ

Ａ）が使用され、ＰＣ端末との通信は、アク

セスポイントを通じてワイヤレスで行うた

め、あらゆる場所で業務ができるという特徴

がある。

これら電子天秤（散薬監査）・ＰＣ端末・

パソコン・プリンタと、レセコンからの処方

データを連動させたものが、調剤過誤防止支

援システムだ。システムの開発により、「あ

らゆる剤形の薬について、薬剤師さん、コン

ピュータ、患者さんの眼による二重、三重の

チェックが行えるようになり、調剤ミスを限

りなくゼロに近づけることができました」と、

森氏はその意義を強調する。

嚥下能力の低い乳幼児や小児患者に用いら

れことが多い水剤は、慎重な投与が求められ

るため、監査業務も他剤に増して重要となる。

同社の水剤監査システムには、超音波を利用

した液量読取装置が使用されており、計測域

は1.0～200mL程度まで対応できる。

薬局で調剤過誤防止支援システ

ムが利用されるケースが増えてい

るが、そこで浮上するのがスペー

スの問題だ。ユヤマでは、わが国

で初めて電子天秤やパソコンを、

一つのボディに収めたワンボディ

の散薬監査システムの開発に成功

した。

森氏は、「電子天秤を改良して

計量法をパスさせる高等技術は、

当社ならではのもので、1964年の

創業以来、自社開発に尽力してき

た成果の賜物です」と胸を張る。

さらに「薬学生の皆さんが卒業して医療現

場に行かれ、もし既存の薬科機器に不便な点

を感じたら、ぜひ当社にご一報ください。

150人の開発担当者の精鋭が、そのご要望に

お応えします」と笑顔を浮かべる。
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調剤過誤防止支援 
システムって？ 

答える人 

ユヤマ営業企画室・ 
地域医療支援室課長 森　和明氏 
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リスクマネジメントの必要性が強く求められる昨今、調剤過誤防止支援システ

ムは病院はもちろん、街の薬局でも導入されるケースが増えてきた。調剤業務上

での三大ヒューマンエラーと言われる「薬品の取り間違い」「計数間違い」「秤量

間違い」を二重、三重のチェックシステムでシャットアウトする監査システムの

開発は、散薬監査を皮切りにスタート。その後、水剤監査やＰＴＰ等のピッキン

グ監査（計数調剤）へと拡大していった。そこで、ユヤマの森和明氏（営業企画

室・地域医療支援室）に、調剤過誤防止支援システム開発の歴史やその有用性に

ついてお話をうかがった。
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ユヤマでは、ユヤマ大阪ショールーム

（大阪府豊中市名神口３丁目３番１号）と

ユヤマ・東京ショールーム（東京都墨田区

江東橋４丁目24－５号協新ビルヂング）で、

同社が誇る先進機器・システムを展示して

いる。同社では「薬学生の皆さんもぜひシ

ョールームに立ち寄って、実際に体感して

ください。本社のある大阪では、ショール

ームだけでなく、研究所や工場もご覧いた

だけます」と薬学生の見学を歓迎している。電子天秤一体型監査システム
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ショールーム見学も歓迎


